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特別報告・次期介護保険制度改正



次期介護保険制度改正に向けた主な検討

（１）介護予防・健康づくりの推進

・健康寿命の延伸

（２）保険者機能の強化

・地域保険としての地域の繋がり機能マネジメント機能の強化

（３）地域包括ケアシステムの推進

・多様なニーズに対応した介護の提供・整備

（４）認知症「共生」・「予防」の推進

（５）持続可能な制度の再構築・介護現場の革新

・介護人材の確保・介護現場の革新

・給付と負担



次期介護保険法改正・制度の持続可能性の確保
＜社会保障審議会介護保険部会での検討事項より＞ ＊赤字（２）・（６）は導入項目

（１）被保険者・受給者範囲

（２）補足給付に関する給付のあり方

・介護保険施設等で利用者負担とされている居住費・食費について

低所得者への一部補助（補足給付）の見直し

（３）多床室の室料負担

（４）ケアマネジメントに関する給付の在り方

（５）軽度者への生活援助サービス等に関する給付の在り方

（６）高額介護サービス費

・利用者負担上限額の引き上げ

（７）「現役並み所得」､「一定以上所得」の判断基準

（８）現金給付









給付費の増大と、“制度の持続可能性”

給付費の増大 ⇒ “制度の持続可能性”のため
財政健全化に向けた徹底した歳出削減が求められる

本当にそうでしょうか？
・社会保障費全体のうち、介護保険が占める割合：約８％
・加入者（被保険者）：7,640万人（総人口の約6割）

介護認定者660万人のうちサービス利用者494万人
・すべての加入者は毎月介護保険料を納付

「保険あってサービスなし」では、納得できない！

・「軽度者」（要支援～要介護２）の介護保険外し
高齢者＝認知症の増加とともに要介護者が重度化
在宅介護が成り立たたなくなる

“先に財政ありき”で社会保障費を削減するのは全く見当違いの方向であることは明白



家族の会として～ 認知症の人と家族の会ＨＰより

• 「介護保険の困りごと」アンケート調査報告書 ―「安心要望書（2019 年版）」作成にむけて―

・ 認知症の人も家族も安心して暮らせるための要望書2019年 (3/28)

• 憲法25条の理念に立ち返り、認知症になっても安心して、いきいきと生活できる 明るい未来を

（総会アピール ６/１）

• 消費税増税の上に、原則２割負担導入は絶対に認められない （7/1日 緊急アピール）

・認知症になっても安心な暮らしを実現する社会保障を求め続けよう

（支部代表者会議アピール 10/26）

・介護保険法 改正における緊急アピールを発表(2019年12月24日)

―

http://www.alzheimer.or.jp/?p=14973
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http://www.alzheimer.or.jp/wp-content/uploads/2019/05/20190601soukai_appeal.pdf
http://www.alzheimer.or.jp/wp-content/uploads/2019/07/20190701KinkyAppeal.pdf
http://www.alzheimer.or.jp/wp-content/uploads/2019/10/2019shibudai_appeal.pdf

